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＼､8.▲昆虫毒物寧的に見た殺虫剤組合せの諸問題 -1Ⅰ･ 柄 井 清 六

1･､措 蹄

迎合作用に削 ･る琴諭的な開祖は節ユ報で論議し'たo

此処では:ttご194り年以後の殺虫剤組合せの実際的例

証を概拓けるoSiB合作用痴 r･兜は効的な問題であL),･＼
Clark(lH37)が指摘した技に,､現象が明晩で測定し

易い卿 村を対貌とし{研究することが必要と思 うro

この研究は Bliss(1'J3fJ)?疫 Fl'nney (1912),､

Wadlcy(1945)や Pl等CkettctHewlettp(104S)にtL

伐つ･こも評厩され,これらの方法と共に泣近発達した

cooh(l抄出)の班光性指示薬や Hansenムー-al･(1914)

の放射性物質添加に伐る Ⅹ 択ラィルムに依る研究方

状や Ilutzcl(1042)等の:Kymogr?ph,●oscillograph

呼に仏る捕写実駄準はこの研究に取り入れらるべき方

沈■C･あ7)う｡Wardle(1(J2fJ)は2校の殺虫剤を組合せ

･たものを組合せ投出剤 Combinationinsecticideと呼､

んで,1)刑化中主rj軸和立の組合せ,2)接触中綱 川
II1-.の刺l余せ,-3)焼還郷 日Liの組合せ,.4)的化中i:3剤

と抜馴 JiG珊ほの組合せ,5)的化r鵬 野 草焼還鋼と

の紬介せ-6)接酬 職 糊と燥蒸軸との組合せの 6様

式を才享瑚 した0

2･ 殺虫剤b組合せ

I)'煉蒸刑相互の組合せ

燃議剤相互を組合せ{,燥義朝の効果を強化し,又 ･.

.tま可燃,仏発の危除,一束完を避けるととは古くから行,

われているカ羊,.実用上に抹余り優れた組合童ま見出さ㌔

れていなしJ｡生体のfff芸物柄攻の機能を促進するため,

刺鵬剤単作 印 さ耳 る与ヰ?二つに, 煩菜削 こ

CO空を流加Lt成虫の呼吸系統を刺戟 し,呼吸機能

を化逃させることにより托物 的攻の効果を執ヂること

であ隼 CO空の癖 はを糊 ?刺戟那 対 雨 後に計
れる柵原仰 Jの27故がある｡人数やその他の温血耽房

の呼吸作川に対ナる CO2碩 矧 ま古くから研曳きjL/,

その瓦痴塁に麿じて,呼吸中枢を刺戟し,酢梯叉は窒

息的に作用することが知られ_ているoHazelhotr(1!)26,

192･S).け昆虫矧 こ於け⊥る気門の関口は常に気門附近の∫

与02 の割合に螺って調節され,呼吸機能を刺戟促進

することを指摘し,土の作用を艶虫剖Fj牡の促進に利

用す.Z* tを嘩礼 誓｡VYillis(画 -.)[まバッタ抽 亜
MJaヮ0,･̂lzLSグWere_ntt'alis･及び M･-femuy-Y.Lbyum､

の弼種の.呼吸Ia湖 を桝軍し,L･ そ の 運 動は腹投防の紳 琵 :
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球の刺掛こよって行わiL,開削 粥刺とco,が休削 .

■血瀞こ掛け た,不新鮮の睦め一COヱ[=伺?て血液の＼
pH が増大するからであると述べた｡この関係は叩乳 一

助如 頑 吸中働 噸 機序と数似して高 ｡stahn(l'Jt'S)
は昆虫体に対する COeの肘l順 序を論じ,1･73l効な ･

刺戟は和荘中枢の′pH に閃聯する｡E_)･気付の末端部

に於て,瓦主訴は特殊な刺戟作用を起す｡3･瓦],折はある ･

種の末的受容器に作用するという3つの可能凹:.を指摘

した｡その後こ?研究は払拭背走如 した｡MとGovran -

(L932)t主波旺 15% の CO2.を合有する茎則 りこ於

いて,バッタの1校 ArphiL7SulL,7"_Lreんの気管の油気

率が正常の個体より約 20位以上,或いは,1900% hJ

上も促匙することを観察し,濃斐･]% のCO2でほ平

芸喜三宝,Po'.還 濫 L5t,oIo,710'芸農 法 オLT=eAa,nbI､ .

ミ･ムS(ダ了y Tel,ebriomoliLor等の昆･Tliの気門が永 .
く開放した腿であ(),同じことは酸素が1,0.'以下の時

にも観察した.Kitche.IaHos1-tin(19lI')は ゴヤブ

DのI托ryctqboranocLlt'aga の呼吸作mに及ぼす
色々の渡姥の C02の,LhiL<3欝を研究し, 位竣壁の CO空

は直接気管の通気率を促進し.その反艦地盤はCO空の

培皮に関係のあることを見山し,50叉は15%LのCO空

では,通気率は正常の比率に対L,一紺3軌 5倍又は ー

G倍であったO基気中た C0 2を 20乃至 30% 添加 ●

した況釦 と済 ごは初期には通気率が促進するが,その

筏,柑 ち30.% 添加では低下する｡賓に 50% の氾兜

の CO王を添加すると,''もはや,初潮の通気率促牡特

認gt;らむず, 伍掛 こ低下したと報PHl･したo Stahn

㌔(1928)のqr･究では,ナナフi,の1線 DirLIppzLS"tbr･

osヮ∫の前胸正編 亘 る飴2次呼吸中楓如 F層310%

のC92に刺戟され,約1次破 巾偏は12%乃当iZi-･'O4'

の CO空に刺戟されることを観察した｡紳掛I収 の部

位に伐1'ても C02の刺戟作用は興ると考えられる｡

】wigglesworth(lfJ31)は気管系及び炎皮に於ける

･酸韻とCO空との拡散率の相違に意義を見出し,批収

率は酸菜 の場今よりCO占.-0万が-36倍も掛 ､ことを

困窮した . 昆 虫が共常に商況度の.CO空に曝詔される

と∴虫体 内 に 拡散に抜る Cb空●朋 蝶 より多fLiLtこ位入

し , そ の た 軌 昆虫の血液及び榊荘中枢の椴既が和犬
◆ ●
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･し,呼吸系を刺戟似艶することを判じた｡̀以J･.の様な

co空の_Ek馴 :mを利mして∴ 相即 何の効月ミを執 ヂる

ことは-li-くからTTrわれていも｡.鱈榊 とCO_･とを糾

介せて併m+ることは Cotton&,Young(19_)!J)-に

伐ってy:施された.19クヌ71トモF.キの1柘 Tr,'boL･

t'tmH0"/tLSILm 及びコクゾウ SJ'toL･hl'[tJSOYJ･～-L7Cに

対し,C02と一Ethylened)'chloride,.Ethyleneoxide,

'lMethylchloroヲCetate,2榊北淡素及び chloropicrin

-- ■ とを紬介せ,CO空を添加すると効恥が挙ることを鬼

･'川L隼 CO-1は可燃性螺蒸剤の危陰を洞炎叉は減少さ

せるF朋 泊勺な役九をも9..えている｡Cotton'(19:jO)はー

IT･confisutJ を恥 ､･_タンク内の惜茶で, その中の

_iR'花生の瓦斯牧石をわ長じ その[=.D,L'緑化Hy去来,
Chloropicrin のi.rl性 を促Stllすることを見川 した｡

B.lCk,_Cotton&Ellington(l'J30)は CO空のtl,Ti加に

かよって Ethyleneoxideの享.TG･lJJ:が新大すすことを氾試

した｡Cotton (LU30)は EOo?,こ0分粁義で T･

･on/Ts,mz●Lo成虫 を恥 ,,叫 oropicriǹ16･;-,mg/I･,
Eth●yleneoxide24mg/I.,2硫化独 _88mg凡 にI
CO2.の難正を0から49I,ulmdsまで変化して添加さ

､せた. その紀炎 は何れも野性は析大し, Ethylcnc

ox.ideでは 16mgIL.の朝 一に 100立方 Feetに対し

30pounds､の CO空を添加したも7/Cは,･死亡率は

36%で,寝気Illの02を0.7%だけ減 じたものは50/o4'

で, その 07% 城じた巷酔 いにqilI与 30poundsの

C02を添加したものでは妃亡牢は 100% を示した｡

-krにFj椎を位大に促桝 -る ql02のLiLはその様蒸和の

種矧 こ伐り炎ることを報 じ!=｡ JorleS(1935)は T･

EOrT/usum の卵,-幼虫-,成虫を任用し,.30oCで ･r-･時

I′問,50%,7i-7,%,100,00'の CO空を添加 した蟻憤メチ㌧

･)I,5mg瓜 を以て照蒸した｡その結果 100% の.COS

セば,10時間で 101% 死亡するが,蟻酸メチルを添

. 加したものは4時間しか嬰しなかった｡75% の COe

に 25,oiJの峯気では 20時間要するものが,蟻酸 メチiZ!

ルの添加に俵?て,6時間で革んだ'O.'',0% の.C02に

i'･0,00'の容気では工44時間要するものが犠頼メ≠ルの

添加に伐り8時間しか要しなカtlつた｡50% のrCOgに

蛾椴メチ/Lを1Onig/Lの率で添加したものと5mg.Ill

で添加したものでは,前者は4時間,､後者は8時L7日で
あり,5mg/I.の串では助如 100,%'致死は 3廿,疑問/

卵では6時間を努した｡Cupptes,Yust皮Hiley(1!J36)

･は-,R;介'hNR出のSri除に CO空を添加したrFTl･轍).亡糊を用い,

その持附 王促犯した.或!に JoncS(103句 はそれまで.

に.なされた況介llt川のWr.兜な批判した71-JlJな諭文を公

表した｡その実攻は T･CL7SLo''emnの■成出を川いて,

現地メチル･F･thylcneoxide及び･R･(ヒメチル.の叩狐

に於けるi抑 :を 2ToC,･Wi･r棚煎茄で試験L,.y!にCO巴

を 1･i･,･10･20･仙 -60･約･90.5,04'､の珊介で夫々の照
.●

/蒸剤に添加し,その況令瓦斯の苛性を比較した｡その

! 砧架は次の通りである｡ ､
＼_

約1表.T.castaneum1100,50〆 致死に

嬰する叔IJ､弟丑 (mg/L)

?,'2苑 稚 々 の,割合で COeを詐加した蝶罪刑で
T. casLa71enm100,;I)0% 斑妃を亨'はる時rLn(分)

この結米よりある姫四の氾蛇の･CO:を添加すると

域罪刑の持性を促批することが;TIM)1される｡ COe添

加に旗 る刺戟劫火は糊 ヒメチル よ ,)も蛸轍･メチ ル

F.thyleneoxideの方 が.yI群である｡的確メチル,

Ethylencoxide,央化メチルの首謀性を促逃するiP!3兜は

co空が約 40,20,及び 70.-0/の時Ii三大であることが指

摘される.これ以上の過料の CO空の添加は却って況

合瓦斯の詩性を減少させることが見られる.､これらの

一速の実駿と反対に C02の添加によ'り寧ろ燥蒸軸の

F弛 が減少することを報告しなものも 2･3知られて

いる｡

canlPbcll(1932)や Cotton(lrJ32)にはるPr･兜は

TflR如･L･]Uiの粗州 州 が CO'の拭力陀 却つ七位 吐しな

いことを脚 荷し,Pratt,SwairL-皮Fldred(193:I)-は

テ ントサムシの 1和 tlyJやOqamia'co'nbgens七対

する 0･2% の胃酸文相Trの汚肘チ.1% と 09･8% もの
co主の添加により非常 に減少されることを見出し,

co巴の麻酔作月Jに換ると指摘したOその後 CO2Jの添

初:ま実耶 批 利月ほ れ Bal妄er(le4,.)は筋宅患虫の

帆.除に,Ethyleムeoxidell容に-,C(?壷9容を兵事室

小･細 1fJL効火を挙畔,Chakr6vortiー(1943)'は印度

に於いて同じく貯栽熊虫の貝空室懐菜の方法と技術と

を諾砧L:,蟻酸メチル,Eth.ylene▲oxide_̀と CO空七を■

l

･. 4-)
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せくtl.るO',BovingdPn二&Co.yne (194年)･'はノゴギ

9コク ヌ i･ト OryzaeL'hi!ussiLYi〝amを〝sisの防除に,

Trichloroacetoni!rileを仙 (,Jそれに 10% 乃至それ

以上のIco 2~を添加す考ことにより,孝 のFi性を和犬

させた6AGlaLs_S(1朗は)も同様なm･兜を氾試した.妥

するに,･COL･を添加することは呼吸系続の刺戟に韮

樹寸けちれているこ4旺化炭乗 CChは古くから毒カー

促進のため,叉は可燃,爆発をi掛†るため,多く甲蛾

訴剤と況合され,その祁助耳AJrとして知られているo

CCllが持力を促進する耶四は知られていないが,Iそ:

の約1fl判Jl=.の大なること､,苗等放物の結-Aでは,約九作 ､

川,luW'･浸潤,岬肪変性廟を別 -る羊[･等の綿実と

有i辺の Hurst,Wiggleswp.rth･Webb等の一速の耶/､
兜とを考え合せた時,,興味軌 ､ものかある｡今口,況 .

介畑茄剤は大別しここ,1),COゴ与の組合せV2)郁助 t

m tJfCCTJ･との組合せ,3)･軍駿瓦斯?某畳,界は粥

rlを城ずるため,他の瓦斯と苛酸五和との組合せ,4)

蛇抑 用収 の組合せの4群を詑あるこ､とが出来る.

Ncifcrt-妙 その典同研究-卦 (192T,)は貯殺市虫に■●
対する和々の'13-匪標茶剤をWr･究し,一コ′クyウの.別封こ

榔 受エチルLtc91.-との混合瓦斯の有望なことを見出､

した｡Ilack皮Cotton(1925)Iも酎懐干テルと CC14

との批171･L'壬IJfの-Jf効なこ とを認めたが,袋物に不快炎.

を糾えるので矧 り化されなかった｡･C/Cl4とEthylene

dichlorideとの親付せば珍速力覗く,不燃性で実用化

ち.11ている.そのnj･-))は多くのm･究卦に伐って蛤討さ

A,･その効矧ま協力的叉は抵抗的､で研究劫こ依り必ず

しもT一惣しない｡.Cotton&Roark･(1917)は ーEthy-

lencdichlorLide とt_CC).とを容班比で 3:lに混合

し,カツオブS,ムSjあ 1屈 Anlhre'n'svorax. ヵッ

オブシムS'の 1華,AElage桝 がfeu･lイガ T･'n:old

blse/Ziellaを駆除する日航で 18･3oCp及び_23･lJoCで 一

24時rurJ蟻茶をしたoその効邦は単独-Q)狭軌 羊比し.糾 ~

大であった.｡･Shepard& Liridgren(1031)は 2526

の 一FCJJを命ん だ混合瓦斯をコ､1クゾウ及び T･con/u･:

S･川口 こ川いた が 招性は低化し 括抗的効果を示,した｡

_Ric叫 dsdn 皮 casanges(194】) は同じく容税比で

3:ll･に氾合し･1･EON/usu〝Jを対象車したo:2iI,'C,

5､時閉域蕪で ,I M二IJ･･D･とLD950-tは 革thyle_nfl

dichlo!id岩田 犯 の鞄合は大滋,6hli,/亡･,12mg/工.であ

った右;,ccl/と の混合瓦斯の場合は 9mg/L,14mg/I{

セ 不 燃性ほ斡加 したが:そp串性は執って減少した｡

然 し A nrlan-d (lfl4-2)-に尉 tは,･こ'.0組合せは臨 衣

穀 物 の 発 芽 を 詐 し な い .こ とが示された｡ Richar申ozl

(-1943)-ほ 芥 阻 七 3 :/1 Vの 招 準 混合で トL-･}ラ ミ･

CilnC･Y lecLzLlart'usp 卵 ,幼 血 成 虫 を恥 ､,25oC,5時

間 煩 累 を L も ｡ そ の 効 果 は 甲 粒 , 況 合 何れの場合も同

じ ●C. IJP .95､･乃 至 100.は 50rngIL 以 上 であった｡

4i; ~ L◆ :

Jeqer孟on(1943) は迎合作川Wr･兜 をEI的とlして T.

/.casjanc!Lmlこ対する央化メチル,蟻酸メチル･Ethy一･

lene･dichloride阜CCl/との混合瓦プtJiをWr･兜した〇

･この報脚 まGund宇rS?n(1919),Swisher(1944)の

･研究 と共に脚 tた論考でち争o供託薬剤は試河に伐り

純化Lr,∴その屈折率を決rJZした後位用した｡小変粉で･･

飼育し,･均等駄息群の2乃至6.退け円の老黙劫火を令拭

∴ 扱毎に 50四を使用し,′無茶は 515t.フラスコで行い,

薬剤はアンプ ル故壌式で,-フテ スコ内部にカ- ド式辿

粗製田を取り附け,一様に拡散させた.I.･fi茄剤のil且介

41鞍性に誠礎を泣き,M･LIDJの割合で況合したC災独

鈷風 土Bliss(1O35)の方法で分析した｡.宍蜘こはm

m薬剤と混合栗剤との2法を恥 ､ EthyleりCdi'chlo-

ridelと-CCl｡との混合は 1:1,1.:3,3:1,▲が用い

られた｡その結果,招矧 乍用は 】:1{1_:3,のEthy-

lenedichloride+CC14 の場合に,読.され,協力作用は

3:1の場合に,-3;されたと報じた｡牢苓しト 閉燕剤のM･

I.･D･はPi･E),.′坪･亡率 lQ% の所でtlLqMh'!･ほ重文して,

-その向斜は異L),M･I･.i),の割合が総ての死亡呼の.-:丈で■
･Equitoxic と言 うこと時認 められない｡ Cotton'

: walkdenaSchwitzBebel(1紬 )は T･conflLSlLln･

･の糊料こ,予め,1000bushe1号_P)小三削こ4乃当ミGU･

苧･gallonsの試'蛤 で容拭比 3.;1P～Ethylcncdichl･
oride+CC1｡･混合瓦斯で鱈蒸したものはその小吉糾 噸

∵収I･L-ヨ折で持続的効果を持ち,胡 苅芽をfJI･さない.ことを

堀if.･･t;た｡その他, Crowly(岬 )),Mullis(JilT,),I

w qlktde'n&Ischwitzgcbel(1946), Welsa.Mills

1(1945),Ricムardson(1943)､等もこ胡 鐸況介九伽 ;

.貯宕‡鴎 の駆除に有効なことを報 じているが,Pa-rkin

(.le4r,)はコクゾウ,-ク･ラナ97_コクーゾウ COta,Ldra-

granarizLmヒメアカカツオブシムL,TrogodtrltZagra･

･larizLh の.VJu除に純 政 で13:I の丘thyle占edid-1d･
ride+土etrachlorethyleneの混合瓦緋を似 lJLたb',

,その結果は 3:J のhEthylenel･dichloride+CC14況

-:合瓦3折より右記であった｡グラナ･yl7,.クゾウに対す

′ る-100,0./死亡は 20もCで 1pound当り,約 】500m g

一時RurlであE),Ethylenedie_hlolrideのL.胎 が榊 加 す

･-るにつれて,.そ'q)殺虫力も促進し占｡100及 び 50,0,0'

I_'死亡率に対する治安 ×時帆は 1立当り, 1100 及 び

､490PM壷一時間で示された,その他:CCIJ と Ethylenc

.系誘笥休及び Nitrile系化合物等との 況 合 瓦 才折が 陀 ん

_l言研究されている｡Shepard串Liムdgr?n_(1934) は

､25% の CCliど,Propylenedichloride との 況 合 Ii:

_脚をコクゾウ及び T･,oniLLSum に 用 い , 措 抗 的 劾 月王

を得た｡:cotton(I.038)は貯筑 fI-Biの 淋 除 に 2石村 以

- 某及び.Tl.EJui叔瓦斯に CCl4を準 じ て 卓 の 点 火 性 を 城 少I
ノ _させた｡Richardson(1943) は ト コ ジ ア ミの W給 に 'zY

拭比で-1:iQ)-GC14と阜 crylonitrile とを 況 t:て FinA

l
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除 したが.その純光は叩狐のものよE)'7L;･址が班じてい

る｡AcryIonitrile は トコLJラミに劾月ミある照茄剤で.∫
あることを･1日じた.Cotton& Y?ung(lU13)は 24

1時IlH22･2oCでコクノゥ及び･T.co"/''st"'Jの相補に･

界fl'i比でT.可血の Acryloniltrilc及び 1:1!)の CCll十

'J7,00''Llril:hloroacetonitrile の況合ItL'WfkJHいた｡､･こ

の結月王はぶ燐 の技に,Ii7_独のものに比,し,‡拙 三は減じ

たが.CC14に偽り引火性は透かに減少した｡Alvarey

-Aparicio(1943)は貯蹴,iァの半虫 コナIVダチメイ

＼ ガrEi)TLeSLiacauteLLa,等の防除に,20% の CChを

_ 添利した2硫化多き素 との混合瓦柿を用い,可燃性を減

少させた,｡然し, こ城見J]Al.脚 は卵には無効なため,

完全染粉 には,～.定役A.項講を施行する嬰ありと朔 じた｡-

Glass(1941) は6立の貯磁子糾.に小詑 SODg二を入

れ 更に T.'onfzLSlt."iの成虫を放ち,これを Acry･

/ lonitrile+CCJ4 (容批 ヒ5:5) との況合瓦斯で煤茶

･した｡Richardson皮Walkde,I(1045)は T･chsE.i;-

neu〝1, -/コギ9コメヌス.ト,_コクyウの坪左除にβ-

hlethilallylchiori_deyを肋 .,その可燃性を沿火させ

るためた椛々の容抗比で CCJ4を添加した｡この突放

は β-Methylallylchloride+CCIJを175:2'-),50:

50,16.7:83.3の況合比で燥蒸し,ErL独の了諒性 と比校

_した.′その砧月ミ75:25の組合せは Methylallyl-

chloi･ideIF独のFj性 と即 川嘩 ず,可矧 'J:も洪少した

それ以上に CC14を添加するとCC14叩.狐のitl性に賂

_主正した｡宍筋には貯蹴宅買物1000bush'els当り,2gallons

4)20% p-Methylallylchlorideを仙 ･, この

. 損箆では発芽を乃せず,群山をwm除し得ると報じた｡

Richa,rdson (1943)は T.cas･a〃eiLm._/コギ9コク

.ヌストを騨探するために,,30.C,24時rLln標茶で,群杭

比 1:4'DL割合で,2硫化淡素 と.CC14との況n･瓦)防

.をJrJい,CC14の註jb)Jと略等しい紬光を門た.弧 こ,--

ノ2緑化茨諌言+Dichlomi tro苧thane+ CCJ493成分の

況介瓦rJfで蛇蒸した結5に,lil,)'Jヨミ20,90'の Dichlor-

ni-r_oethaneを 含有する況合瓦斯 まノヲギPコクヌj!

り こ対し,位 も有効な結刀ミを得た.IWalkden& Sch･

w itzg eb el(1'J46)は貯ま苦虫の弥輝 に群横比 9:'1 の

c c lJ+ TE th ylene dibrdmide との況合瓦斯を1 00O

b'ush els 当 り , 2乃Fi4U.S.gallonsの率で夫rT!試し,

打 続 月王を 亨EIた ｡ 叉 ユ:1 の Acrylonitiile-FICCIlの況

介 冗 JLTTの 試 奴 も ･良 好で あっ た｡ ●cotton皮Valkden

(lDiG) は 貯 月JJIDlに対ナ る 26.7oC L'如 .-m f.･Tt:/:･Sで,:r

2 1 桐 の Nitrilc 化介物 のJll(小致妃もtを淡',とし,-A!に

- c cl. とで帥Tiの Nitrilc 化介物 との況剖 勿を li''Jlot

乃弱 26･7~C で.100bushels の小変に対 し,lU･S･

･糾Ilonが 幸三で班茶 した｡供託昆州 こは コクゾ ウ,一コ'J

ノヒメマ●キム 5,, LaL71eticIJioyyDae.1ナ ガ S/シタイr

LIz･r･o♪cltr"Iilo"li"iCa･カ ク IJ･ネーヒ ラタム S,の 1を在

/_

Laemophloeuslm'nLLhLI,T.CasIH11e〟111.ノ 占4･-D ゴ

ークヌストを小三別 Iの和々の泊7きた粗托して川いたム妃

亡判 ま蛇第72時rLH後に耶悲し,2-Chloracrylonitrile,

2-C1,lord?cctonitrile.1',ち31TrichlorpropionitrileI

及び 2,2,3-TrichlorblityrDnitrileの死亡率!は7feet

の壬でさで,大々 100,帆 ,J-'.93で,12占etでは,

fJ3,97,tJl,90,00'で CCllのJTL蝕の死亡率.'ェ'JO/,o'･C

あ̀った｡Tr;磯 小滋の上W.邪の相成は iiLChloroatrylO-

nitrile+CC,14 の況合I･L'wrを.紘:.IT'には,2,2',.1--Tri

chlorobutylonitrileを Lr:),OQ'介'JJした●cCllの況が亡

期を班別するこ上が良好な結IEミをir.Eた｡B,･lrC(l!7.13)は

貯蹴虚草の預血マ〆ラメイガの1和 EblLeSI''ael'Ile7-la

及び31/<コシ ･̂ンムシ Lo'ioder"'aserr''coi'''i に対 I

Lて ?̀Crylm itrile+CCIJ(容机比 T)0:50)'を[･ElHし,

Triehloroacetonitrile二やTT･政和 tTrよE)和親なこt-杏

認めた｡Ⅰ3uckley(1943)は却呈粉蚊茶に就いてl:thy･

ュeriedichloride,Ethylene-tlibromidc,才硫 化災Ik'汲 ･

ぴ Acrylonitrileと CCTJてとを大 況々n･1.,効月tを節

-げ隼
青酸瓦斯 ECN に他のIl'重刑を混合するごとは古 く

Brinley&Bal'cr(19.'7).･は少:IEの醗淑メチルを HCN

に添加するとそ.のiii性が 促逃 することを見山した｡

pratt及びそのjt･同研究沸 く1933)はこの醸に泊って

I-wr･兜を艶め,テyトウムシの 1校 H･convergeTLFに

を見Luした｡これらはそれ臼身相当詩カが強く,̀I.T･7刺

職劾ガ壬をJt･える弊剤である｡その効果q)大なるものか一

らnlt'itこ執 デ,ると,Salicylaldehyde,Benzaldehyde･

Ethyltlliocyanate∫Allyトisothiocyanate,TIliopher

no1,Benzylbromide,Perchlormethylmerceptan

である.更に Pratt占tal.(1935)は Methylthioて

cyanateが柑橘の介訳出を駆除するHCNのFif性を促

.准することを見出したが,これは整:巧が放しかつ[=O:

cupples.Yust&◆Hiley(1936)はカ,ブホルエアア

オカイ孝ラ･Aonidt:ella'a"ranlilの･RJHt'･TltこllCNを川
い,こかに T･:thcr,LICl.2硫化淡J,;を拭加したが̀余

t)効胎 5'どなか?た｡･Jolmson(l'Jj!J) はYメ､コがネ

'PoがLL''a)'OL･om'caのir'hb'.V,T;lこ対し, IICN と･P=化メチ

ルとの況合物tllい ,描-力的効果のあることを見LuL,

:特許を得た｡その後 Yust,Busbey良H?ward(1912)

は A･ai〝a品tiiの解除,tことHCN 軍狐の瓦斯と臭化メ

チル捌 口の温細 :誹 と顛 ヒ校を_25od40分療宗で行
った｡-その結果 1.16m如 .Ht由 と 70mg/L~･臭化

メチルは等死亡率を示し,0･58m宮/LHC甲十35㌢唱/L

∴CZT3Ilrは協IJJ作用が見られ, 0･45mg凡 ,HFN+30
mg/(.cII｡Brは結抗作用が認められた｡そ毒他燥蒸､ノ
刑 と確証 性薬剤 との細雨 は非脚 こ多'いが教例のみを

-2削ヂるo Roark & Cotton (ユU30) は一Ethylene

47
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dichlorideと2樹 ヒ淡素とを容拭比3:1に氾 じ,1000

立'Jjfcctに就き,-6立の割合で殺虫効果を挙げた｡

Gunderson(lL'40)は T.C品fusuふ′の成虫を用い,

30｡C2時糊曝盃で 丘thet.と2硫化栄嵐 咽 化袈素,

.蹴破エチルを添加した浪合瓦斯のirjカを拾記した｡

(綜革 Ⅰ･p･47)

/･の駆除に容的比で′3:1の Ethyleneoxide-と Ethy-

1cne-dichlorideとの浪合瓦期を月ト.たOその結果は

印弧 に川 いたものより拓性 は退 かに拭少した｡又

Canbcrraの昆虫学報告 (1944_)lは臓 小変築虫の騒

除に鮒 批 3‥事 あ Ethylenc′dichlorideナTrichlor;

cthylcneを加 .I,効果を執 ヂたtLとを報じ-Cいる｡

Glass(lrJi4,b)はイェバイ 如uscadomfstica一言容

的化60:50,cl･･Trichloroacet_onitrile+Acrylonitrile

の況介1･t糊を恥 ､効果をき削ヂた｡ その曜宗は 1.OJ立

･ 方 fcct当り Ipoundの勢丑で 12時間曝露した.そ

の時 Glass'(1914a)は T･confusPmlこ対し 容折
比で17‥3 の割合でこの混合瓦頑 をFIJひ,'Acrylo-

nitrilc+cel一(容税比 5:5) より有効な結果を待,

氾紺 的こ彫皆きしれ準く小麦粉中に探 く診透することをlヨi

JL山した｡ ､
swisherL(lfJii)は班硫酸瓦糊 と Ace_tone 及び

h'thylcneoxideと砧硫酸文姉 との混合物を川い,迎

介仲川を机究した｡(綜訟 Ⅰ.p.43)その結光は劉 虫虚

･ 分の切介と比按し,Bliss､(rJ3'J)及びFinney(I(J42)

の万班でii的 作用の塾を考察した｡砿硫酸瓦糊 十Ace-I

toncの混合出訴の 1.･20,I 1-'30,1:40,1:50 及 -

び滋脚 如脚 +Ethylenepxideの1:5では Similar
JointActionが認められ,何れの組合せもBliss(193リ)

㌻亡LJ

の扱うi地 では協力作用は認めら叫なかったo'h_SOの

.'1:･'.琉椴It'糊十Acetone混合瓦斯即ち 4-由/Lの舶硫

恨ItlUTrと･120mg/1.の IAcet'on丘との混合瓦ヨ抑 夫々

の叩独死亡率 5,4%,4･1% に対し89･5% の死亡率を

･T;した｡これIt.二紋的t:)よ協力作用と認めて良いと考

えるが Bli.ssく1'J3'J)の桧定法では SimilarJDint.Ac･

t享onとなる｡その後 Swishc-r(1鵬 b).!ミニの混合

IlLt抑考1,･33生摺虫の取除に追用した｡ トコンラミ甲卵,

成虫に対する追試結果では成虫は卵の 1/2時FLIFJで兜托

した｡J実刑的に,与の況合瓦卿 t.lQOO立方 fietに ･

･ 対し2立の緋 咋 8時間接蒸するこや 捉由亡 叉こ
の瓦斯 が衣親 や金属に被告 のないことを認めた｡

parkiJl'(19r)〕は容班比で 3:1ゐ~Ethylenedichlo-

ride+Tetrachlorethylene'との混合物を肌 や が,

･7 その後~Wclson.&Mills(1946)､は同様な混合瓦糊を

ナ ガシンクイの解除に適印し,良好な結光を柑たが,,笑

･用的'に倉距蛇義では較々不況刈な結果が認められたと

報 じた｡土妓苦虫駆除は殻近 D-D 混合物が発見さ

L如

車 齢 】4 沈

れ,多数の試放鈷狐が会ヨミされてtI.る｡Lincoh(1'Jj2才

-は容拭比 5:ir,の臭化メチルと Dichlo{cthylether

との況合物を乱撃準として土牧燥蒸剤とLtFJ九､,そ ､
の後 Lincoln･Sc.hwardt皮_Pal血 (1042うは AlfalfaA.

のTLf虫 ,Byac7lyChinusligusticiの由除にこの況合物

を退試し好結果を得た｡

Lange(lfJ45.)!ま針金虫鶏の騒除に D-D況分物及

び Ethylene°it;romiderを用い,布助なことを認め

たoMasp')･& Chisholm (1945)は▼メコガネの卵,.-

幼虫,蛸及び地下の成虫の淋除に,Ethyl印edibro- ′

mideと .Ethylen-e.dichloridet･との混合剤を肌 ､,

･衷耐活性剤としで Polyo干yallyl?ne誇導体の,Sorbi･
【,t'an甲OnOlaurate を添加した○この況合物は国立比I
で 63:36:_2･一に況合し 必要恐度 (1乃要2容) の

水で乳剤化IuC後稀釈して川L'.た■結%r幼虫は処理後/

1週間で殆んど縫托した｡.その他 NaphthaleTe,Pよra･ ㌔

dichlorobenzeTiヰ 樟脳の夫々の混合剤は古くから払

く′用いられている｡凍&,混乱 髄生,.与虫に対する淋

除試放抹 ･IBourine&Whitcomb(1932),Sul,livan,

McGovrap&Goodhue(1941), An on(1943),

Schwarc2;(1946),Crowley(lU?0),Mallis(1iu.-1)

等多数のWr･変成横がある｡

･7･)' 按尻剤相互の組合せ

接触剤を相互に組合せるこ､とは枚科こ暇がないが',I
1此処では穀近に於ける主なる例証と祁助剤を添加した

場合のみを挙げるに止める｡DDT,BHC,除火難礼

疏戯 ニコチンに統苅及び各校の池を混合する~ことはJLi
も普通に行われ,その効矧 ま種々の場合に認められて

いる｡ Fisher&Shull(1'JiZ) はメiラカ'メム ′別

Lygz,;の騒臓 こ除虫菊と 硫責との混合 粉の良W･な

ことを認め･その後 Sorenson.(rJ45)にネって氾試

されI=｡Medler&0′Nealく1.J･14)はメクラカメム＼●

シ科 Miridae及びやメムシ科 Pentalomld7Cの淋晩

に0･5形 Pyrethrin合有のF,軍域 粉と325nieshの琉

米華とを氾合して劫火を挙げ.又 p･70-% RofenOne.

含有のTTリス軌 こ琉苅輩を混合し有効な結井地相.た｡

･Thomas(1945)はイチj･J､キナゥムS,の1和王AIZLh･

bio_mussz'g_neIusを騒除す卑ため,}除虫菊粉と 17%

のPot?ssium hexaauoaluminateを合封じた琉米華と

､芸誓芸と芸 慧 n?ncia,y(志.Jk5iiR.崇 ,:霊 芝tgI警 ･

'9ムS'の舗除に Q･5%二ギyrethrin 合和の除虫菊粉と

硫試筆との況粉をmいた｡Ste'vcnson(194.I,)は純を .

加詔するカメム_i,科及びメクラ諦 メムシ科の汚山に対

し DDT と硫LUf墾とを 4;GO に況合し,LaCre,当り

30pourlds撒布し,批根石次と硫苅華との氾分粉よ()

後れているこ七を認めたiFisher良Stanley(.191''))

はカメム,i,の1校 Murga"iiahisE,ionlca'-の成虫の

､＼
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防除に Sabadillaに統王QII'C,耽相見TfPyrop7.ylliteや

acre当り3T)poundsの汗.'tJlTで批和し勃発ミを矧 ヂたム

DDT,ZLEC,Rotenone,1除虫菊札 ･硫酸=,コチン

を夫々相互 に混合 して施lTJする例証 も叉11'.多しい｡

LePelly'&SuIIivan(1!J3r')は Gnadinger皮Corl

(1932)･に次いで, 除｣欄 が托出仙 こ;3:嘩な柵印を起

しiその按蘇生し易｣､薬理作用を持ち,'これに反し,

Rotcnoneは必殺的遅効性を有 1-ることに半眼し,_両

親を組合せt,総計的な効果を挙げるこ,tをmL持した｡

宍執土_Feet-Grady 法及び担鴨泣沈セィェJ<イを用

節 l一.班

い,両剤の昂放,況合物に就いて行い,処理後3.日日.'

_の死亡率を調丑した｡除虫矧 ま14･5,06のPyrethrinし′

.117お の PyrethiinIIを合す1-する試料を川ひ,iLliI

剤は容税比で T,0:50及び 25:'Tt-,lこ況介し･･Ethyl

alc｡h｡1桁液とした｡その結果は斯A'=な拙抗肘舶 協

･*作mも認 められず'Mlm的 なものであったO-Mc--･

Dougall皮How19S(1921,)は NicotineとRotenone

との合剤が有効なことを認め.q揃 を耳えlり･Schotte

&G6rhitz(1{Jj5),_Dudley良BronくOn(ll!)36) ち

こ.の合剤カ･.マメヒダナガアブラ AcytFLOSlP110〃･3'isi

に協力作171のあることを認めた｡Brook&Allen(1'JjO)

,はキャベ ツの!.守山_タマーナコナ7キアプラ′Br'evic-

O,yne､b,assfcae 及び'{ンS,Jpチョウ Pieyi∫'apae

を淋除する汀的で De,risと Nicotine㌧ の況缶粉を

撒布した｡その'1日及び5E]後の結果は琉攻ニーコナン̀ ､-

の死亡率以上に岬出なかった｡I.illey(1913)はマ̀メ

ヒダナガアブラ A,i"'slの駆除に･Niとotin'e-とRote･

tno丘Cとの混合物 Blendsを川いた｡その結果は協カ

ー効果を認める子とが出来た｡この混合物の不活性物質

-は Bentonite.IClayよ久光噴石が伽 ､られたo

JMarfison(1943) はショウジコケバイ ID'o･oL,hilal

melanogasLerを川いて討戯 主コナンと Saponin と-

の況汁物を試放した｡.その道訳結如拙 息究&,助･∫

成虫の実益の相違等により鈍ったが,協力作川が認め

.i,れた｡Sieglcr_毎 Bo,iven(iM7)は粍草中に桝 Jは

･jLる Nicoti-ne,●Nofnicotirn-,Anabasi･,eを相互にラIL

fT.･Lで7吋 ./蛾 CydiapomolleL-la一に対するは力作

一用を拭扱したが,∵何れも協力仰)を,-3;･さなかったと堀 /
じヽた｡
Brann(1016)は l)DTに色 の々無風を組合せ{

｡-ドリン如 肪船 を試みた｡Dl)T に Ⅹanthone!を -

況分した｡叉 DDT-に朋'Rェ"1･ンを況じたものはJ
JtWで,1J'托布技 も廃 効 が あっ た ?Stc享ner,Summerland

&Fahe.y(1rJJG) も コ.ド リン蛾 のU,'i除 に DDT と

DinitrO-ortl10-CrCSOl とを汀邑介 した 粉 剤 や.DDT と

脚受ニコチ ン及 び M ississil-PibentoniteをhTL介 した .

粉剤を仙川 し, 好 枯 37王を1'.tた｡M cdler&Chamberlin

(1.J杓 は Dl)T と sabadilla･lil)T と IllIC 与の

l

′

況介淡を使IHLクq'<-和:(･の収fll酬 †加したO.その

後 Medler氏T'homp.S.on_(1州 )は DI)TとSab11-

_dilla況含液 の協JJLJJ･:川 を;TAT:n)lした｡Turnerall
saこnders(･1917) は王粥-p-を佑 t汁 る7-7ノメイガ

･pyra-Jstand''t,alt'Sの防除にtDDT と Nicotineと

･:の氾合粉ゐ協力作川の可能性を研究した｡その脚 王,

び両lE･を等Ilk 合すけ る (2,oQ',4470',8ラi)粉剤は何

れも DDT のみよt)iU:比が弱かった｡ 然し,1部の

DDTLと3部のNicotincとの加汁粉ば協力的効架が見ヽ

られたが,統計的に意我をILHlし守f.は か?た｡Friend

(1946)は花和英を加方ナる ダマナコ･J･フキアブラや

ヒメナガカメムS'の1､8-I:NySf'tLStJL'nl'toT･に対して,

11及び 2/oof-の′BHC及び 0/),oo'BHC+.OJ,% DDT

I (FはJ･ヒ)I1% I?DT をか お りしたが･.DDT-t＼
BHC とを添加した粉剤は1,0./I)DT より何れの;1甜l

にも不良であった｡Jlra占non(T!)JT)はテントウILシ

I.の1位 Ept'lac'LnaI,Lm'vestt'S及び l･､ガの1和lJe/iotlL;s

anm'geraに対し,1乃.髭 3%'のDI)T+OJJ,QiRotc･

noPe十50% の̀脚 紺 申の融 邪の況合剤rE･iLEiMJ･した

結ni,'E･-vo>l'V･StlsにはIIf効であっ串｡叉 :L%t)DT

+3,Poll)errisfesins+3% 横紙油十10,00/Isophoronc

+31% Aceto'n6+.-)0,%'Methylchlorideの槽詔

符を機解した鴇凪 tI.armibera'に は-1J一効 であっ

J=が,E･vLZrl'vcstL'り二は効果がなかったと報じた｡

wilson･Hull氏Srivaqstava(1947)はア辱 ブナガ

アブラの防除試取を Dlyll,BHC,Rotenoneを用い

て施行LJ:.179･i;.2クQ,I)bT+0.!5% Rot占none.+

3% の SAI三●ユ0脚 別 とPropylene.Jautateとの況 ~

分弧は光全にIPj抑 し亨F.1た｡叉 1乃至 写% の ･BHC+

0.25%Rotenone+3% のil己分納は DDT､混合剤よt)

･効果がなく,華 乃至 76% ､の死亡率を示した｡ 何れ し

の場合も RoienoヮC を添加 T･ると.掛 ､協-Jj作用があ

ると報じているが,17･5%.刀.ii.'LQo/DDT JTl独粉剤の

7J-がこれらの混合剤よ̀り1)一助な納半王を11Jていろ.IIJt･irl:

Sun,(】fJや)は軌tuJiに Chlordan+N;cotincの･ufL介

.粉がtJ･iJTqのjTけりよF)f珪れていることを和iriした ｡践 触

剤,亨琵剤に各国の油を浪合T'7L'と,殺虫剤 として のjb

一一理性乃封 ヒ学比が(心蛙することは古くから知 られ て い

､る｡これは戯湾には協力作用と言えないが 少 く と も相

客的 な拝賀を具えている｡lMartin& Tatt6rsEe_1d

(1039)1むNicotineに鉱油, 植物油 を混 用 す るLと効

nの和犬することを認めた.McConムell(1940 -は 蛾

の1位 Colco♪7LOramali'voγeZlaの汎 幼 虫 の防 除 に ,

有村捜ニコチンや閏IjZこILチy (10DU.S.gallons当 り一

IIIack Leaf1:)(-)を 4pounds) I.と Summcroil と'･

.の乱 瑞 浪とを況合して効刀王を～封 デた oi:beling(1.911),

1)eTolcd.o くlM5)等は融 剤 にflJlll墜 拭 加 す る を分

4U
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J'ik)).診近ノJを押入することを認めている｡ Al車- I
d¢r(lM4)は NicotinebelltOrlite にオレイン酸を

捌 nL･1.の卯汝力を促進させた｡~Barbdr(1942).ば

一三Ji坑窮を-I.TI-する Hlarmigera:の沸準 に除虫菊抽出液

･な川し.I,こ函 こ鉱油や DichloTOethyletherを添力化

たL｡鉱油のみでは,大型の幼虫には効架がなかったが,/
批什物は泣かに幼虫を駆除ナることが出来た ｡･:その後

Ihrbcr(lOj3)は3着を色々に組合せて,この試陵を

氾試 し,O･1% Pyrethrih'+2% Dichlorbもlhylether

がLIJ一助なことを認めた｡ Yother& carlson(lfJJj)

は 叫 - 腰のrJJ'除に就い_i '1㌢36.年以来 250由i='

jlろ紙故を行い,､5% の除申如 拙 液 (電畳比で1'･5k_

･Pyrcthrin'合有)にir7乃至19% の棉芙油をrl3lood

ulbun､C-n で即 ヒしちものを添申した混合剤.が優昏で

あると拙じたoTenhet_(1945･)tは焼串のタバ.コS'･バ.-
ンムシや.E.CLzLteLlaの沸左除に除虫菊抽出液と胡柿的

又は Kcroseneとを混じたものや♪池にPutylthioc-

yant,tcを況じたも甲を使用し,̀効果を挙げたo又 10

,03の､I)D-1' の Acetonet;ylli波を他用し,I24時Fhtl後 .

に tnJl,Qo'の妃亡率を紺た-oH占ly(lfJJ5)はオレンヂ ･

班抱u･･.J･rTるミカムノサt･F-主の昭 Alen'ashildoni･

に O.1% DDrll+WhiteLoiト劉潤 液を粗布した｡この

号I的 油!まれ †ヂ田の発育を刺放し;又,カイガラ､十

Tシに対しても White-o'ilや コ｡イド硫溝より俊秀で

あると沌L'た｡ Patts,IlrorlSOri,Latta&Poos(lMl,)

はTjヒダでガアブラ.の駆除にDDT+Cy乍loxanone

I+擬似 h(S･A･E10)+.Kcr6S?ne(20‥20:.15;45)を撤

準早 良好な縦 を柑た｡･Smi_th く10j5)･は温室のi
t･1･･ノ･アザミク.y Thripslobaciや パルLs,ヤアブラ

MygtLSi,erSicac.の弥i除に 3% DDT+5解 Cyclo-

hcxan｡ne十5.%機祖的七87%Dichlordi恥oroITtethane

(FfCOn-1)I)を況′じた-DDT 蛭詔質を川い,好結柴∫/
を11.Fた｡Reams,.Marsh&.Martin(1945)は準邦を

沖JlろアブラILシの1校 A"ruraphis70SeuSやアカダ

;のli･BPwateEreでyChzLS♪ilosus'の脱TSRtこDDTの

.'3況介物を作l),､何れもDDTEji独施FrJの勘合よE)布

効なことを見LHした｡BT)ち1po,und-DDT+ヰounces

のCoumaroneresin を lgallop の Summeroil

(又は･WintcトOil)に浴かL. P･5gallon'75% pの

苧ulphitelye..Lも乳化し,I100gallon･の水に稀釈した

混合液等を用いた.ISteinPr,Summerland& Fahey_

11946),brann(1946)は夫タ･耳ド9ン蛾の駆除に＼
DDT･七池を添加したものを位FT]し,Wilson,HtTll良
srivastaya(19'17).tもマメヒダナガアブラの脳除に 1

乃ヨミ5,00,の,BHCi3%.械賊池を佐用 し, i.4時間後

大々 03乃至 100,% 及び24乃至 81% の托亡挙を守Fl.

た｡Alexander-(1912)はデカ〆この●1校 .P･Z,iZosus

の越冬卵の淋除 に..Dipit-ro-brtho-cyClohexylphcnloI

.由
＼

′▲

＼

･

＼
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や DinltrOT-arthO-cresolと油とを添加した即 L肋を

肘い,効果を挙げた｡ 13rown,Robinson,Hurtlg皮

Wcllner(1919)はコキ.プ Pの1位BlatelZagermanila

や.T･confusum に Benzen+liprosene混合物を用 _

て殺虫力を促進することは最近除虫菊剤に就いて方i･も

研究されている｡

3)∴除虫菊刑D協力剤L

約2次世界犬馳 こ-よ!);.米跡 準 虫菊輸入の滋を遮

断された結狐 Pyrethrin.q)代FT3薬剤発見や研究及び ･/.
: こP窪済:(!1位川法の2研究挽向が出来て,何れもその

･威光を挙げた○▲節1ゐ研兜はhar･vill氏A_rthu_r(lEJi31
I.や Synerholm 年 Hart之ell(191:-.)'LaForge(1叫 )_.I

執 こ俵づて逮行され CinerirlI,IILの発見及びf>成

一となった｡r約 2′の研究は筋1の研究9富使 物として

Alkal6idpiperine!Piperonylcyclohexaneや･Pi･

perqnylButoxide等の協力剤を見LuLた｡こrJ協'Ji剤 ･

､＼に押.7ては最近松城 (lMU)に放って紛介されている

ので,-此処で.-'は担来 る限り完投 を避 けた｡Jzl近の ､ヽ
Entoma(]{Ji7)等に見る輝に, これらの協力剤 U)～

部は既に純業相 子発施した｡･協力剤として胡昧仙 まこ

L′の目的のために最初に注Erざれた｡

, Eaglesoni.1'JIO)は胡麻油を除虫効'･Rotenoneを
含んだ殺虫周 の協力剤 と̀して特許 を1FJた｡ Haller,

McGTovran,'Goo恥 e､皮sullivahu{J12)は肌.T,f仙 一

′ blf放玩分 Sesarhinを除虫Zju･-Ke!oscn_e糊 に混

㌔a.してイよJ',･イを防除した占,その韻伽 こ脚 tは,繰出 ･

菊-Kerosene浴液に容拭比で ･OJ)% の胡抑 1旭属加.､

･したものはイエバイ?砿坪を-7毎 研卯写せ,5% の

添加は fJ5,oiや 樹 纏 示した.除虫菊のKcrosene及

び 10% Acet?ne汲加の溶液に Sesam中 の結晶及

び非結晶残泣 く2･5mqf,PerC･C･)を添加した物介,I

明瞭な協力作用が見られた｡也】ち 24時間後のイ羊バヽ
イの死亡率iCまPyrethrin_即狐のものは20%,Scsamin

の結晶-rlrli虫7)時は 3%･Pyrclhr;rL+結晶 Sesチminは
85,cc',LPyrethrin+非結晶残液の場合は 8日/oQ'で,m

狐のものきりも69% の靭加と示した｡又他の枇物肋

を除虫菊に添加したが,その故地 ま認やられなかった｡

Haller,LaForge&Sullivan(lfJi2)･は更に研究を発 ●

展させ,●.胡麻油中のノS占samlih誘導体の箭浩を研宛し.,-i
その除虫菊に対する協J;作月は調空さしたム 除 虫 .jTJ'+ ＼

+Ⅹerosen≠+lo序 A占etone_浴液に Scsam in, Iso-

sesamin,Asarinil一,Pinoresinol,D im/ethLylpinor.esinol

tを添加し,24柑臼】後の イ ェ .:<イ の 死 亡 率 を 調 番 し た d

これらの胡pT･)Tt泊成分 即 犯 の 死 亡 科 ま 1,00'乃 頁 lR,QQ'.で

あったが,除虫 矧 =Lこ れ ら を 添 加 し た 場 介 は 剛 域 171

狐の死亡率 2iI)23 (Sesam izl 誘 鞘 休 に 肋 .た 場 合 の 出

畔波 )及 び 1.JPlo' (pinbrcsinoト 誘 特 休 の 切 付 ) に 比 し ,

･＼1
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I;如 一に脚 tでいた｡IF如Il'fltJのfq,-))剤として仲川するも､

のは鮎samill桝gr田 -ic･あ.II,･Pinoresinol訪印1本~

･は食.RQ物 であった｡脚 はJu.にOL170,流加の Scsnrhin,,

Tsふ .qnmin,rAsarinifTの死亡呼は剛 域 Trll狐のものに

比較し,大々.59,90',Lr'2,0･D',I;.'3,00'の,111加inT{;しナ1.｡砕
iq新の S(,ap良San･,Chem･'ai:(1!J19)には Pipc-

ronylllutoiideを乃'1fするものを Pyrh PB(John

Powell会祉),rSes,amin･を合字汁 るものをrPyrin
(JohnPowe11､全能){等 と銘柄を附し VanDyk会 ●

靴では VanDyk264 と呼ん 即̀ち品化している｡又

Asarininは 3,4-Mtthilene.dioxyphenyl苑を添加

させたもの?:･川いられている.他方･糊 でt羊ヒ高

柳 lJFlJに刺戟され,ある柾の Anlide.岩綿;協力剤 とt･ -

.{研究され･,Ⅰ【obTlt.ylnndcc･JleTeam:'de,N'N-di-

cthyl-pipero,nylamide,等が発見された, Gertlerct

al,,(15)ft)及び Gersdorfr&'Gertler(1914)の鞘ff.'･

に依ると,'イエバイの騒除に除出熱とⅣ･N-ユieとhyl:

Piperonylamide′を添加 したものはgIA'な協力作T!J

があると指摘された｡L叉David&Bracey(lHi4)は蚊

.の 1和 Aedesaegypt2'の防除に PyretTlrin と N-

1S｡butylundecylenaTTideが.qA搾な協力作用があると

報 じたこweigel氏Gertler(]94町 は数和魂 ≦剤の

pyrethrum'rn}rclに対する協力作用を研究した○突i:ヨ

放 蛸榊 で行い,EP,狐及t舟拾 物の況望及び田切試吸

を行い,テソトウムシの1紐 E.vaiivCSLET の筋鳩

山を川いた｡i距 訳鰍 .=は,4inchesの紬 こ生育すも

ぎ.7L豆 (品位 Cran-beiry)il=の幼虫に対 し,撒乾し二校

祁後枯物を Celluloidの Cage-で掛 ､J死亡率は 93

時間後に調乱 た｡粉瓢 tGO,96のPyrethruT mare
J38%灘鳴石+2% の試 験 化合物より成っている.

i-chlor.0-2-〔2-2,3-4･6-(tetrachlor9-phenoxy)

cthoxyl〕ethane及びNIN-diethylpiperonylamide

'を孫加した粉剤では,前者は蘇生固起し筏賓で加 6,Oof

･が tJG時間後に死亡し;その後全滅した｡寒標茶効果

Iを避けるた桝こ,CagL なしの払物上の幼虫に対しても後肴が悩れ,印税の死亡率 1270'に比 し 60,%の那加を,7;した｡叉その他の化合物のうLち,N-amylbenz-よmide､(t.Pyrethrum mare-額狐の死亡率 17% に対し,r}0%,を,T:し N-butylbenzamid占 32,04',･N-■i=:ヨlisobutylundecy]占nc.1nlidc2L',Qt.i-Methylcyclohe-xnncsernicarlla2:One l1-7,00', Pincr.e の Il:thyleneL･1yc)Icthci17,00'を):7';し,何れも効伽 ;なかった占又e-4rncthy]cnedioxy benZyトn-pmpylether'l茂ぴA-(∩-propyl)r'iperidine I申モ亡卑癌 促勉したが卿:･かrTaLいためt/=災用に伏すろ=_とはIu来なかった./ia)刑虫ではTw･butylundecylenearnideの効11･は祖められIJか?た｡その縁.T･indquistetal･(1!117)は糾l射'fM湖埠に-/Jj細れriperonylcyclonene

節.14r耽

や Isohutylundetylencamidc'を粗相すると有効なこ､1

とを見出したoHatnilton(1'Ji.8),,WilsoT-(l細 )J･も1

瞭虫矧 こ､PiperonylCyclohene,'PiperonylButo如d?

を捌 け ると-41-効なことを見IhL▲,Wilgod:(l州 ):は t

州イく的にイ二エバ了の作の符部 (例をば,･駒部光JyJJa,'胸

部f<1円,口話洋)にF･Ml-JJj-Kcrosencfr等液叩狐及びi･句協

-))刑を添力化 た切介とを血校した｡これら.q)ffl,力別添

L加 と捌 けJj耶JfJ主の由井の糾約7'=的 耶兜は 7Tar.tzcllI
及びその油 相 兜脊 (川 1'1畑 )Richards氏 Cut･

komp(lfJl･'l)や HoslKins氏CrfLiぢ(]Mr･)時に伐っ

て発電してい草oHaJtiell良 Scuddcr(101.･')はII,A

出菊 とIsDbutylundecylencamidc とをFI.!犯収 びilt介

してイェ-･イ~のJW怨及びそ?旭の組粗 こ作川さや:,.そ

の病理学的変化を刑死した｡欧に除虫ZJ･V;剤mmの糾和

学的研究は多くの研究三桁こ伐って遊行･されている｡例

えば,lfrirger(19111) は[',7:ilL7J･J=矧 ,q77!に蛇の 1和の

GoreiFlaの劫火のgl払 肪れ 及び抑髄の形態学的変

化を研究し 脱却帥怒球に捌 臼を糾'.'..子した.h'･糾L/JTjfr-;

･mfに依るチャーィロコ●tムン〆IYS,の幼Lll及び/.･ツタの

1和 M･f･"mrィ,,brLL,".の成山の印附 肺 は IIartzell

&wiJcoxon(1仰 ,､1り:34),Hart之ぐ11(1031)に伐っ

て祝祭されたいこのTti'ir;の調柑 こは SudanIIT,Eosin

及び Tol.uidinchlue噂で淡色するoToluidineblue

に伐る研究で!も lti･'JftillJ柁印怒和郎 の:Ⅰミ顎<(許即 ,I
脂,企道下抑罷f丸_nJ{-Jl部即謀球,E_tin;印X!球及びその

迩純系に;.･Q.められた｡恥 l招甘に和る雛死はltlqlJ,,'I-=よる

小粒押詰系の取捌にtrIL-Nする､と糾;;･nされた｡剛 域 印

の嘩 触 ;は Triorthocrcsylphosphlatc や叩 紗

Thiocyanatesに記的 られるが,RけtCnOtl.Cに伐って

殺された昆山には見ることがLll米ない｡文!に,除山'JJJ.

拙山液とIsudanIIÌ ､との睨分流を外川すると氷輔切

片の検定により,毛虫外皮醐 也や宅細胞を･:BiLて和雄

末矧 こ達し七いることが認められるO,Klinger(lnjr･)

は除虫菊川 tT.痕を†イ'マイ蛾 Porthetylaa;ゆar-､の幼

iJl■に作刀はせ,その糾和的糾柁†坊rtか抱した外 Gal-

･･LlnOmetCr●によ?て,肘 仇 仲川の軸糾 lJ城を洞.jil

L,正常和郎の封王れの約 1/･-･なることを認めlr.｡Tl'TJTI

に伐って役割 Lた蚊 CI′/ど:Y の劫火に耽 .･Richards

(1叫1) は申相即経系の核染色粒の凝城を-nW))した｡

三れらの研究にプ縄 付けられて,Hよrtzと11皮 Scudd占r

(1942)は Pe占t-G,ゆ 法たよEj,､郷 ヒ筏 ･,-'･Elの工

ェバイの成山 8を唾虫菊及び一IIslobutylundecylenct-

Etmideとその両者の混合物に4時間曝露させた.

､抑 Eの細 工.70-oc･の､I3ouih,Dietrich又は Gilson

lTlrJif液に悶し,N-butylalcoholで脱水 L,更た 仙 乃

bj,-.r･L･)雌の P･,r婚山 で和没し,7/I＼け切L?i鉄 tlae･

-m.ltOXylin及び T･:rythro占inで染色した｡脳の-切片か

Sill.eralbumoscとGoldchloride 法で染色したo一∫

､ 51 /l
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除 虫 菊 で 処 理 し た イ モ バ イ :8 ,や 病 邸 勺変 化 は 種 々 の

核 p)染 色 質 の 凝 鶴 で 示 ミ れ た ｡ 即 ち , 脳 の 和 琴 描 位索

は 正 常 の も の に 比 較 し 糊 剤 こ現 職 さ れ た ｡ 校 唄 の 網 一

膜 杵 状 体 , 胸 部 の 裡 合 印 荘 球 は 染 色 質 ? 頻 1jSを 起 し ' il

核 に 重 昭 を 認 め る こ Lとが liI来 た ｡二脳 の 末 端 Lq卜.C早.uTdal

pチft の 前 脚 陛淡 の 非 難 Proboscis に は 典 常 を ぎ た し ･

核 の 頻 か ;早 ら れ , 砺 肉 は -T投 に 染 色 性 を 由 失 tIJC｡ -･
叉 碩 部 の 脂 肪 細 晦 ま分 雄 し易 (-,◆1 恵 的 な iB 瑞 が 見 ら ･

∫I

れ た ｡ そ の 他 , 休 の 象 く の 部 分 に も 除 虫 菊 の 影 響 が 見

ら れ . マ ル ビ~ギ - 托 軌 的 亀 背 の 紡 毛 に も 異 常 が 鶴 窮_

さ れ た ｡ :):tこ妨 力 剤 Isobutylu蕪 cylでneam ideや イ
土 ^･イ l土対 す る 鮮 麗 は 除 虫 菊 の それ と対 比 し_{ い る ｡

F,7?山 側 が 染 色粒 の 凝 fjS作 川 を 持 づ l土友 し,協 力 剤 は染 一二

色 'l1分 亨は Chrom atolysis を 起 す ｡ 称 に 肪 蹄 m胞 の接

に 相 計 C.あ L), 筋 肉 の_淡 色 性 は 除 虫 IA'lJ'の 抹 に 刑 失せ ず ,

融 i'L '1銘 肝 掛 こも協 力 剤 総 和 の典 常 が 見 られ 二気 管 の

i-1迫 に 克W.lqyを 糾 え る ,=lとが 暗 示 され た ｡｣賢 に , 両 剤 の

配 付 物 の L脚 は 除 山 -irJ'の 凝 好 と協 力 剤 の 分 散 との 総 計 _:_

的 叫 舶 を 認 め 奉 こ と哩 来 た 8-.そ の 後 LH artzcll

(l弧 ''･l!J16) は 除 虫 -2J･かこ Pipcronyl′イヒ合 物 を 添 加 し -

た イ ェ バ イの 細 事哉研 究 を した ,,そあ 場 合 , 脳 の比 較 的

火 き な 榊 ,斑 細 胞 は 劉 臼化 Y acuolation I-Lパ 員紋 坊 の

怖 及 び'lくm usc氏 h'･YJこは こい 光 唯 が 溺 ･F,L亨され た .-これ ,

ら の Wr.兜 は そ の 後 RichardsJ& Cutkomp (lDr');

IIoskins 氏 Cr･,ig (1910･) に 慮 っ{.ぬ 討 きれ た .I_

こ れ ら の f･11章如 勺変 化 の 結 瀬 を ll亡ちた -ILq薬 剤 わ 諺 響 と一

肌 i汁 る は 川 棚 な こ き と考 え られ るが ; この 発 剛 勺研 二

光 ､の ≡T･･.･(]tは ili刑 乍加 商 に 光 分 取 も 入 れ る卿 が あ ろ

う一

/･4)I.箔 化 中 忠 相 富 の 組 合 せ J

∴ こ の 組 介 せ は 余 り施 行 され て い な い .1 古 く; Kerr

& Smi th (192L-)) は 比 弗 化 習 達 に 批 硬 石 衣 又 は Paris

grcen を 況 合 t,た 合 剤 を 作 成 し, 夫 々の 成 分 を EEFrJL､

た 時 よ-I)追 東 壁 害 を 惹 き起 した ｡ 然 .し, 酸 性 拙 受給

を 添 加 した 時 は 翼 面 ま認 め られ な か つ 転 校 近 は 批 酸

石 灰 ･ 酸 性 拙 宅 執 批 取 乱 ParlTl green,正 枇 戦 争

が 相 互 に 混 用 さ れ て い る ｡ E ､Ying & ーm oreland (1'J42)

心泊を加･.IIL3-る ヤ ガ ゐ 1 校 H .ar'm '･gera ･の 駆 除 に 批

醗石衣t/Paris-gfe.en (容 積 比 こ92･5 ±7t5)譲 位 H L 一

元効な結異を 得 た ｡ G raysoq ･(1944) は 焼 串 を 加 請け

るノミ-IA㌣ の 1 校 Epz'lrl'x.Flirtz'ienTzls､ttT藤 蜘 こ

Parisgreen+ 枕 憤 石 衣 ､(1-:5) の 混 合 物 を 100 平 方

YardsL当り ,ー1/2 Pourld 快 打JL , 布 劾 な 結 召上を 得 た ｡

Apple&,R ichafds乙n (1944) は :C oppe_r-hydroarT

seLnateと花 枕 駿 と の 混 合 物 を モ y S,-ロチ ョ ウ P ･rapoc,

H･L7-rl,"'ger_a 執 こ使 FTlL , 馴 Jの 時 よ り 有 効 な 牡 Xiを

鞘た｡こ の 混 合 物 は 忌 避 効 果 を 持 ち , 他 の 枇 素 剤 よ り -

･褒粥が少 な か つ -た ｡･Scott (1915) も P aris green と

■＼53プ ′

批醸石衣との合郡を川い;Bondy氏Rainw a t e r ( l M -I)

はア_タノウ･ゾウムシ-A;gralldisゐ防除に石版相 次 と I

parisg!een,枕酸与グネ_シウ＼ム{硫拡性批椴銅を ･火 .･

}{等立に混合した合剤を依田し,･効邦を執ヂたか

L何れも薬害があった｡十投に枕兼剖相互の混合は沿気
～-に遭うと水静性批素を遊緋し易く,_染吾を伴うごとが.
多tl｡･
ニrS)/.接碗剤と消化中毒剤とe)組合せ
政宗剤に石衣硫洪合剤を混合するこJは古くから行

われ,その化学的研究もなさわでいる｡,これらに就い
てほ-Waidle(1929)に評流され七､二考｡売払 ま枕繋
剤と硫#,Nicotine,Rotもnonel)岬 等が汲目さ
れ;{いるムFisher&白hull(194･_,)はAlfilfaを軒
･するメ､ク亨'が うンのy'･除に枕依田達と牡乗手との混
食粉をmい,艮結架を得たO.Rainwaterノ(1942)は相

を加賀するワタ戸 ゾヴふ.シ.A･grbndisに対して･.
枇酸石衣と0.25%のRotenoneを合有した硫訴求と

-の混合物を任用し,相打荻可叩 もり有効な紬niを和
一た.Smit,h(1942)は柚のメクラカメムS,の1校L･fguS
lLeSL'emSの隅除に拙攻石衣及びparisgrcenに加 硫

試筆を混じた粉剤を班用し,遍虫の顎徐に成功した｡ ′一

IBecnel.(1942)′は揃の鞍虫PsallzLSSCr≠atus'の.UJJ一除に

32･3TPcsh?溺cIL･f即 牌 び琉輩準†批財 政及び仇-i,'t I

･灘 93+Parisgieen7を使用したが,_硫跳邪甲川の7)I

がParislgr聖 との況合粉より才鍬 C･'あった｡払こ統
班郵+CryPlite1+枇顧約1をや用いた｡Hamilton
(1914)は竿先を位fiT:･するコドDy蛾の班除に況合粉剤
･の融晩を行い,その結架を無政教巧さ比で炎わした｡秋根

脚0+硫脚0,枇脚㌍0+粘度100の･Sdybolt的2+

統御 78坤 被告兜はか や4%･.85-･T･%であっ1:lo
これらの結剃 ま批酸錨20i･14%岡,雛コ≠･/..2b+
琉栄華60より切っていた｡Gaines'(1944)はワタアー
ブラAphlsgo∫JyPilの騒除に枕酸石衣に20%_の柳

.試筆を添加したものを位用11:Fife(1914)はワタハ`
･ナゾウムS,A･i,alZd.'S･とアタヱプラとの隅徐に批醗
77衣と硫黄輩とを況mL,Ha品{(1944)はコド't)
ン蛾に批酸鉛と硫試筆とを･20‥80･tF混じた粉剤を位
用 したが,致狐がなも､つな｡Stevenson:(191･･-,)/は'LTI'ト
の ガ.メふ,シ矧こ715Parisgreen+(Jl'･与硫帝私1･r''Paris
green七85硫讃執.33･3監韮性批酸銅+66･7石棚恥

rlO批 酸 石架+90面相樺等を夫々 aCre当り･20pounds'
せ 宇 政 敵粉損で撒布した枯凪何れも4DDT+60統
苅 針 3職 場石より効果がなかったoTho'mas(lt71･･))
は ハ モ y ウ -̂ンの1和AISignalusの防除!=,批俄f･;'-J
の 甲 独 粉 剤 及 び種々顧1合にポ甜伴を況じた批合粉を
恥 ､た が ,-充 分 な結凪ま和られなかつ1=｡その中で,.･
批 酸 gnh+ 疏 訴 輩 (1:_(,)は坊校的良好であった｡Gaincs
(1911. 1943) は ヤガの1臥iT.''.'migc,a.A･g√一
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a"dl'Sの.WF,mこ8TJCryoIitTC･tl'-1統苅JI7:を nc're当り,

一'JpouふdSLo刑七･･C･fl'k粉したが.批穣77衣の-)1-が呼 L

てtlることを絹iliした｡rRainlvatcr(1941).ほ柏の･

-･.A･grandl'S及びワクアブラの防除に専政の批願石衣と

固定ニコチンとの混合粉を用い,効果を挙げた｡Ploy/

DecneluEddy(lt)12)紘 _A･阜rL7〝disビワタアブラ

と'_の取除に批酸Tl衣こ BlackleaflOからの●1%

Nicot-in占を添加した粉剤を使用し,禰 効な脚 壬を印 ′

J=oCh孟mberll-n(1紬 )･は ヤサイ■yゥムンク】種
I.istroderes｡bliquus-の駆除に,枕酸鉛+捷草粉て5:.

5)や Cryolite+廟草粉 (8･･2)を興え,有効な結果

を得七｡Harm'an(1944)はコド9ソ蛾の醜除に枕呼

鈴+同定ミコチy-+琉訳筆 (20:20:60又は 15:10:I

7TT)の混合粉を用いた｡Gain甲 (1944)はワタTプラ

と.その(th'の輔卿 lに対し批酸石衣[=種々の混合物を誠

一放した積果;2% の Nitotineを分有した批酸石衣を

一反役仰 げ ることを鰐めた｡Young,SmithaGainesL

Iー(194う) も ヮタア'7ラの淋掛こ枕駿石衣と Nicotine

.との混合粉を使用した｡G益ines(1913)は批椴石衣と

_Rotenoふeとの混合粉が H.um'ke'a の防除に机恨

i,･衣叩川 より13一助 なことを招 じた｡その後 Gainles

(l'tH15は批便ホ衣に Rotenoneを捌 肌′て効果がな

からたと報じたが,llondy良Rainwater(104.,'').ほ

相の A.gro･dt'Sに枕椴石衣と0.75% Rotcnoneの

合剤を佐川し1J-効なことを認めた｡･又･･ワ-クTブ,5'に

枇駿Ti衣+1'% Nieotinc(Blackleaf40)∴枇熊Tf衣 ､′
414% 'AJiphaticthiocyanqte (Lethane~B-71).杏

似 rル たが無効であった｡ 屈近は批薬剤に~DDTを

一混合することが行われている｡Brann(1f746)は コ ド

･ガン邦の騒蜘こDDT+批痕銑+茨噴石を用い!=が,-
~残効に依り牢粥を生じた｡ Chand一er(1916)-ほ同C-

4.文 献

,(こ'0蛾の恥買,如こl)lyll+打折紙相川い:nT)T･FrulJ

よ1)柑れていることをJLMした;7くん､val&St･Gcor巧e

I還 ヲ'C{,tyE禁QcoAmif･慧 Y,I.bfcli;'Z'tLnbe票 ,.li'票

ntach10rophenolを況合しJi｡その納n!,淵準剛 頓
が位も1J一効であった｡

snyder氏Zetlerk (ll)13) も即和 一ら木材を作:'B

するために,1'わ粕化田越ナ37壬.Sodiu.m chmmaie+

2･3AnhydrpPBdisodiumar;enate+lqを｡initro'phe･

二not.を17.1L潮 来を挙げた｡

､3･捧 持 ,･

屈合作川の研究画 主だ端掛こ窟いた詐･')で,この掠

詮は (I-1Ⅰ)不充分乍らも,速今作用の悶点に立脚し

た投出剤の知新 せの研究報告が極めて少ないことを物

語っている;各万両の殺虫剤開陳額は現在も!.'._7不充分

な組合せが行われていることを考えると共に,組介や

に際して昆虫汚物学に立脚した連合作用の理蛾に托日

すべきであろう｡このぢT.liはFl!.76WflこP･!湖がある許:)

でなく,やがて,軒揮虫刑敬見えの途<あり,又,殺

虫剤の改長となるだろう｡ここで捕市長した紬たせ以外

に,煩茶剤'と刑化中和剤及び按糊剤との紬介せがある

Jが,実際的例細 こ乏しいので'/fm拝した｡釆忌逆剤,誘

引乱 祁助乱桁放熱こ耽いては Stalrr(･lM ),Eyer

(-Oi･=))/Walt'on&Whitchea｡(川 ･･_) 等が報IL･･し

た｡･文枝閏剤と牧山剤との糾介せには触れなかった｡

掛 こ臨ん-7:I,＼恐2Cな相関 と'CDF州 の労を執られた卑

日脚 に教授に詑謝すると柑 こ1J'祐な肋言刑 場?た良好

省出撃鹸1WT長上泣77･-.技甘その他の謂将こ輝く絢礼rf7

.1こげる｡ 十 ･一
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